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 TV のような受動的なメディアにおけるニュース報道は，

新聞やインターネット等のメディアとは異なり，記事を取捨

選択する等，ユーザとのインタラクションに乏しく，能動的

に閲覧することができない．また，発信されるニュース情報

や論評などが真に正しいものかどうか判断する材料も少な

い．これらの問題点を解決するために，馬らは TV ニュース

番組と同じ話題の Web ページ情報を同時に見せることで情

報を補完/比較する手法を提案している．本研究では，Web 
ページによって TV ニュース番組の情報を補完できるかど

うか，その妥当性を検証する．その上で，Web ページによ

る TV ニュースの情報補完のための 1 つの手法として，TV 
ニュース情報の，WWW 全体の情報と比較した上での話題

の一般性，受容度を，音楽プレイヤにおけるスペクトラムア

ナライザの形で可視化する．これにより情報補完だけでなく，

ユーザのメディアリテラシを補ったり，話題に対する興味を

想起させる等，視聴支援を行う． 
 

It is difficult to watch TV news in an active manner 
such that the user can interactively select TV news 
articles, because TV is originally a broadcast information 
media. It is also difficult for users to judge whether the 
information of TV News is valid because conventional TV 
contents are not directly linked with related or evidence 
information. One of the methods to cope with them is to 
provide complementary or comparative information of 
TV news obtained from other media such as Web etc. In 
this paper, at first, we examine to what extent there is 
Web information can complement against TV news 
articles in Web pages. Next, we propose a new way to 
complement TV by Web, called a ”TV news spectrum 
analyzer”, which visualizes the degrees of generality and 
social acceptance of TV news articles by using WWW. 
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This system also supports to complement users’ media 
literacy, and recollect user’s interests. 
 

1. はじめに 
Google は，Web 検索の結果を，PageRank [1] というラ

ンキングアルゴリズムによって順位付けを行っている．その

検索結果順位は，Web ページを閲覧するユーザにとって，

ページを取捨選択するための重大なヒントとなっている．そ

れを示す根拠として，たとえば[2] によれば，ほとんどの検

索の機会においてユーザは上位10 件中に含まれるページし

か利用しないことがわかっている．ユーザはその上位10 件
から1 つを選択し，リンクを辿る．このように，Web ペー

ジ閲覧においてはシステムとのインタラクションを通じて

ユーザは能動的にコンテンツを消費している． 
一方で，マスメディアによる報道，とくにTV ニュース視

聴においては，記事を取捨選択する等の能動的な視聴は困難

である．そのためTV による放送はプッシュ型配信と呼ばれ

る．近年メディアリテラシと呼ばれるメディアを批判的に読

み解く力が重要視されてきている． 
これらの問題を解決するべく，あるTV 番組に対して，そ

れと同じ話題を持つWeb ページにどのような情報が含まれ

るかを調べ[3], [4]，そのTV 番組の情報を補完・比較すると

いう手法が提案されてきた[3], [4]． 
本研究では，Web ページでTV ニュース番組の情報をど

の程度補完できるのか検証するために，まずTV ニュース番

組とWeb ページに含まれる話題構造を比較した．ある話題

について，「TV ニュース番組では言及されていないが特定

のWebページなら言及されている」ような話題がなければ

Web ページでTV ニュースを補完する意味はない． 
次に本研究では，同じ主題について言及されているWeb 

ページの話題と比較することで，TV ニュース番組の話題の

一般性，受容度を定量的に評価する．ここで，一般性とはそ

の情報が如何に普遍的であるか，すなわちそこに含まれる話

題がどのくらいの数のWeb ページで言及されているかを表

し，受容度とはその情報が如何に支持されているか，すなわ

ち同じ話題を言及するページがどのくらい人気があるのか

を表す尺度であるとする． 
これらを可視化する上で，本研究では無線機・送信機やPC

用の音楽プレイヤでよく見受けられるスペクトラムアナラ

イザを用いる．図1 に一般的なスペクトラムアナライザで構

成される2 次元グラフの例を示す．音波を対象としたものの

場合，一般的には横軸に周波数，縦軸に音圧をとった2 次元

のグラフが画面上に構成される．本提案手法におけるスペク

トラムアナライザは，横軸に受容度，縦軸に一般性をとった

2 次元グラフを構成する． 
 

 
図1 スペクトラムアナライザの例 

Fig.1 Example of ‘Spctrum Analyzer’ 
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本論文の構成は以下の通りである．まず2 章にて，本研究

の関連研究について述べる．次に3 章にて，話題や網羅度，

一般性や受容度等本研究の根幹である概念を定義する．4 章
にてTVニュース番組とWeb ページの話題の網羅度を比較

することによりWeb ページによるTV ニュース番組の補完

の有効性を証明する．5 章ではスペクトラムアナライザの生

成手順について述べる．6 章ではシステムの実装と評価実験，

その考察について述べ，最後に7 章にてまとめと今後の課題

について述べる． 
 

2. 話題構造 
本研究では，[4] にて Ma らの提案した話題構造・話題グ

ラフ，話題構造の結合を利用している．本項ではそれらの定

義を述べた後，それらをもとに新たに話題構造の評価尺度で

ある話題構造の網羅度，一般性，受容度を定義する．さらに，

文書から話題構造を抽出する手法を述べる． 
2.1 話題構造 

話題構造は以下に示すBNFで定義される[4]．  

topickeywordtermcontent
topickeywordtermsubject
contenttermcontent

termcontentcontent
subjecttermsubject

termsubjectsubject
contentsubjecttopic
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すなわち話題構造とは，主題語集合・詳細語集合なる 2 つの

語集合から構成される． 
2.2 話題グラフ 

話題グラフは話題構造に含まれるキーワードを節点で，2 
つのキーワード間の主題語-詳細語関係を有向枝で表したも

のである．今，V を節点の集合，E を有向枝の集合とすると，

話題構造 t の話題グラフは 
),()( EVtG =     

で定義される[5]．図2 の場合，V ，E はそれぞれ 

 
図 2  話題グラフの例 

Fig.2  Example of a Topic Graph 

},,{ 労働組合賃上げ春闘=V  
)},(),,{( 労働組合春闘賃上げ春闘=E  

となり，この場合の話題構造は以下のように示される． 
}),{},({ 労働組合賃上げ春闘=t  

2.3 話題構造の結合 
2 つの話題構造 t1，t2 の結合 t1  t2 は，結合後の話題グ

ラフが連結グラフとなるように定義される[4]． 

 
ただし，φ×t=φ，t×φ=φ であり，また· はグラフの点

連結度である． 
話題構造の結合演算×が交換法則は満たすが結合法則は

満たさないことは自明である． 
2.4 話題構造の評価尺度 
2.4.1 話題構造の網羅度 

話題構造 t1 の t2 に対する網羅度を以下の式で定義する． 

||
||),cov(

2

21
21 V

VVtt ∩
=  

ただし 

),()(),,()( 222111 EVtGEVtG ==  

また，以下を満たす t1，t2 が存在するのは自明である． 

),cov(),cov( 1221 tttt ≠  

ここで，cov(t1, t2) = 1 になるとき，t1 は t2 を包含するとし，

t2 ⊂ t1 で表すことにする． 

2.4.2 話題構造の一般性 
話題構造の一般性とは，その話題構造が如何に多くの文書

で出現するか，如何に普遍的であるかを示す尺度とする．し

たがって，話題構造の一般性は，その話題構造を含む文書数

で定義できる． 
2.4.3 話題構造の受容度 

話題構造の受容度とは，その話題構造が如何に多くの人に

支持されているかを示す尺度であるとする．本研究では，こ

の尺度を Google の検索結果順位を用いて近似する．その根

拠として，Google の検索順位は PageRank という被リンク

数が多ければ多いほどスコアの高くなるランキングアルゴ

リズムによって決まっているからである．「リンクする」と

いう行為をユーザの人気投票だと考えれば，話題構造の受容

度はそれを含むページの PageRank 値，すなわち Google ウ
ェブ検索での順位に帰着する． 
2.5 話題構造の抽出 

本研究では，[4] と同様，段落が 1 つの話題構造を持つと

仮説を置いている．まず，語の共起度について定義し，さら

にそこから語の主題語度・詳細語度を定義する．そして，最

後に話題構造の抽出ステップについて言及する． 
2.5.1 共起度 

2 つのキーワード集合 Wi と Wj の無向共起度を，以下の式

で定義する． 

)()()(
)(

),(
jiji

ji
ji WWdfWdfWdf

WWdf
WWcooc

∪−+

∪
=  

ただし，df(W) はキーワード集合 W 内の全てのキーワード

の論理積をクエリとしたときの Google ウェブ検索結果のヒ

ット数を表す． 
また，2 つのキーワード集合 Wi と Wj の有向共起度を，以

下の式で定義する．  

)(/)(),( ijiji WdfWWdfWWcooc ∪=  

2.5.2 主題語度，詳細語度 
あるキーワード wi のある話題構造 t 中における主題語度

を，その話題構造と対応する文書 d 中の tf/idf 値[5] tfidf(d，
wi)と t に含まれる他の語への有向共起度から，以下のように

定義する． 

∑
−∈

+=
ij wtw

jiii wwcoocwptfidfwtsub ),(),(),(  

また，あるキーワード wi のある話題構造 t 中における詳細語

度は，その話題構造に含まれる主題語集合の各キーワードと

の無向共起度から以下のように定義される[4]． 

∑
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2.5.3 話題構造の抽出手順 
ある文書 d が与えられたとき，以下の手順から話題構造を

抽出する． 

1. d に含まれるテキストを Sen1を用いて形態素解析 
2. 形態素のうち名詞のみを抽出 
3. tfidf 法を用いて各キーワードの特徴量を計算，その

値の高い何個かで話題構造の主題語集合を構成 
4. それぞれの主題語に対し，含まれなかった語の詳細

語度を計算，そこからいくつか話題構造を抽出 
5. 先の手順にて抽出された話題構造を結合し，極大な

ものを得る 
3. TV ニュースの一般性・受容度の可視化 

本研究では，TV ニュース番組のクローズドキャプション

中の話題構造を抽出し，それを基に品質評価を行う．その品

質をスペクトラムアナライザに表示される2次元グラフで可

視化する．本項ではまず，一般的なスペクトラムアナライザ

に表示されるグラフについて説明し，次に本研究で提案する

スペクトラムアナライザの持つ情報について説明する．最後

にその作成手順について述べる． 
3.1 一般的なスペクトラムアナライザ 
スペクトラムアナライザとは，本来電気計測器であり，あ

る時刻における電波の周波数を横軸に，電力及び電圧を縦軸

とする 2 次元グラフを画面に表示するものである．近年は

PC 用の音楽プレイヤソフトや，一部のラジオカセットレコ

ーダ，カーオーディオにもこのスペクトラムアナライザの機

能がある．この場合は音波の周波数と音圧により 2 次元グラ

フを構成する． 
3.2 可視化したグラフの提供する情報 

本研究で提案するスペクトラムアナライザは，TV ニュー

ス番組に含まれる話題の一般性と受容度という 2 つの側面

を可視化する． 
3.3 スペクトラムアナライザの作成手順 

以下のような手順でクローズドキャプションからスペク

トラムアナライザを作成する． 
1. クローズドキャプションをニュース単位で分割 
2. 分割後の各セグメントから話題構造を 1 つ抽出 
3. それぞれの話題構造から主題語集合を抽出，その論

理積をクエリとして Google ウェブ検索 
4. 検索結果上位 100 件を順位でクラスタリング 
5. 各順位クラスタの話題を抽出，クローズドキャプシ

ョンの話題と比較 
以下，それぞれの手順の詳細を述べる． 
3.3.1 クローズドキャプションの分割粒度 

このクローズドキャプションと映像には 
• 映像全体，プログラム 
• シーン 
• カット(ショット) 
• 文 
• 語(形態素) 

のように階層構造があり，どの粒度を単位として話題を抽出

するかで作成されるスペクトラムアナライザも異なってく

る．ただし，語と(話題抽出には少なくとも 2 語以上必要)，
映像全体(そこに含まれる全ての話題を結合できず，また話題

が変化しなくなってしまう) の粒度では単一の話題を抽出で

きない．そこで本研究ではシーンを単位として話題構造を抽

                                                  
1 http://ultimania.org/sen/ 

出し，それをもとにスペクトラムアナライザを作成する． 
3.3.2 検索順位によるクラスタリング 

本研究では，大規模ネットワークのもつスケールフリー性

[6]に基づき，Google ウェブ検索の結果をそれらの順位にし

たがっていくつかの順位クラスタに分割する．大規模ネット

ワークのもつスケールフリー性とは，それにおいて 

• 特徴的なスケールが存在しない 

• 分布が著しく非対称 

という性質のことである．たとえば，PageRank のスコアは

べき分布していることが知られている．したがって，Google 
検索結果 1 位と 2 位の差と 100 位と 101 位の差は全く異な

る．この性質に基づき，スペクトラムアナライザを作成する

のに n 件の検索結果を用いて p 個の順位クラスタを作成する

場合，i 番目のクラスタ WEBi には ⎡ ⎤1−iα 位から ⎣ ⎦iα 位のもの

を属させる．ただし 
p n=α  

3.4 生成されるスペクトラムアナライザ 
1 つの TV ニュース番組がシーン scenej (j = 1,2,…) に分

割されたとき，その分割後のセグメント scenejに対しスペク

トラムアナライザ spjは以下のように生成される． 

),,,,,( 4321 jjjjjjj valvalvalvaletstsp =  

stj，etj はそれぞれ scenej の始まる時間と終わる時間である．

これらの情報はクローズドキャプション内の時間タグから

取得可能である．valji はスペクトラムアナライザの各バーの

高さを表しており，ウェブ検索結果のクラスタ WEBjiから計

算される． 
scenej から抽出された話題構造を tj とする．(1) より 

),( jjj CSt =  

ただし Sj は主題語集合，Cj は詳細語集合である． 
ここで，scenej と WEBji の両者を話題構造 tj に基づき特徴

ベクトル化し，両者のコサイン相関値をとることでそれを

valji とする．特徴ベクトルの各次元は各詳細語 wk∈Cj に対応

している． 
3.4.1  scenej の特徴ベクトル化 

scenej を特徴ベクトル化したものを sj とし，sj の wkに対応

する要素の値を，そのキーワードの，話題 tj の核 wi の出現す

る文書の中での IDF 値とする．たとえば sj の wk∈Cj に対応

する要素を 

}){,(
1),(

kj

jk
wScooc

se =  

と定義する．ただし，ekは wk ∈ Cj に対応する単位ベクトル． 
3.4.2 WEBji の特徴ベクトル化 

scenej とほぼ同様の考え方で順位クラスタWEBji を特徴 

ベクトル化しwebji を得る． 

まずWEBji のなかで単語集合Wの全てを含む文書数

をdfji(W)とする． 
このとき，webji の wkに対応する要素を 

}){,(

}){(
),(

kj

kjji
jik

wScooc

wSdf
webe

∪
=  

と定義する． 
3.4.3  valji の計算 

したがって，valji は scenej，WEBji の特徴ベクトル sj，webji 

を用いて以下の式から計算される． 

||||
),(

jij

jij
ji webs

webs
val =  

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)
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ただし，|v| は v のユークリッドノルムである． 
3.5 システムの実装 

図 3 にシステムの外観を示す．下部の赤い楕円で囲まれた

スペクトラムアナライザが時間とともに変化する． 
上位クラスタに対応するバー(より左側のバー)の高さが高

いほど受容度が高いということを表している．なぜなら，上

位クラスタ内のページに類似した話題構造を持つページが

多いということは，その話題構造は人気度の高いページに多

く存在するということであり，多くの人に支持されていると

いうことになると考えられるからである． 
また，順位クラスタに属するページの件数は順位が高いほ

ど少ない．つまりより右のバーの高さが高いほど，現在視聴

中のニュース内の話題と類似した話題を持つページが多い

ということを表す．それはすなわち，そのニュースの話題が

一般的であるということを表す． 
勿論，右のバーの高さも左のバーの高さも高いときは，そ

のニュースに含まれる話題の一般性・受容度がともに高いと

いうことを表している． 
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いくつかのニュースで実験したところ，一般性及び受容度

のうち両方とも低いようなものは存在しないことがわかっ

た． 
4. まとめと今後の課題 

本研究ではTV ニュース番組の情報の一般性・受容度を

Webページと比較し，可視化する手法を提案した． 
TV ニュース番組に含まれる話題構造をWeb ページと比

較することによりその情報の一般性と受容度を可視化する

ことで視聴支援を行う手法を提案した． 

今後の課題としては，品質に関するより詳細な情報の可視

化を考えている．具体的には，比較した Web ページのスニ

ペットを集約して補完情報として与える手法，比較した TV
ニュース及び Web ページの話題構造をグラフとして可視化

する手法が考えられる． 
比較 Web ページを獲得するために，今回の研究では TV

ニュースのクローズドキャプションからクエリを作成した．

今後の課題として，この手法を発展させていくことを考えて

いる．具体的には，ある Web ページが与えられたとき，そ

れを検索結果としてヒットさせる最も典型的なクエリを作

成する手法の提案，検索エンジンを通じた関連文書検索手法

の提案を考えている． 
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